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ヒトもチンパンジーも自分のリズムに近いリズム音を聞くと       

自発的に引き込まれる 
概要 

歩いている時に音楽が聞こえてくると自然に歩調をあわせてしまうといった様に、私たちは特に意識

しなくても音のリズムに自分の動きをあわせてしまう傾向をもっています。ダンスや合唱などヒトの音

楽活動もこうした基盤にささえられていると考えられますが、本研究では、ヒトとチンパンジーはリズ

ム音に対して類似した傾向を示すことを明らかにしました。電子キーボードを複数回タッピングするこ

とを訓練した後、様々な速さのリズム音を聞かせると、自分のタッピングの速さ（音を聞いていないとき

に行ったタッピングの速さ）に近いリズム音を聞いた時に、その音にあわせてタッピングする傾向があ

ることがわかりました。リズム音に対して自発的に動きをあわせる傾向は、ヒトが複雑な話し言葉を使

えるようになるずっと以前の、チンパンジーとの共通祖先の段階で既に獲得されていたことが示唆され

ます。 

 

１．背景 

音楽に合わせて歌ったり踊ったりする、という行為は世界中の多くの文化で取り入れられており、ヒト

がグループ内でのつながりや協力を高めるために進化させたユニークなコミュニケーション方法だと言

われています。また、ヒトは生まれて早い時期から音楽のリズムを認識するなど、非常に音のリズムに対

して感受性が高いことが知られていますが、どういった進化的起源を経てそうした能力が獲得されてき

たのはあまりよくわかっていません。そこで、ヒトと系統発生的に最も近い種であるチンパンジーを対

象に、音のリズムに対する反応をヒトと直接比較しました。 

 

２．研究手法・成果 

京都大学霊長類研究所のチンパンジー・アイ、アユム、パルを対象に実験を行いました。まず、光ナビ

ゲーション機能のついた電子キーボードを用いて、1 オクターブはなれた２つのキーを 30 回タッピング

するように訓練しました（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光のナビゲーションは、キーを叩くとすぐに次のキーへ切り替わるため、それによってチンパンジーの

タッピングのテンポが影響されることはありません。その際に、それぞれの自発的なタッピングの速さ

とばらつきをまず調べました。 
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タッピングのテンポはヒトとチンパンジーで類似しており、１つのキーから次のキーをたたくまでに、

およそ 400ms ~600ms かかることがわかりました。しかしながら、チンパンジーのタッピングはテンポの

変動が大きい一方で、ヒトは安定したテンポで反復運動（タッピング）を行う事がわかりました。 

訓練の後、タッピングの最中に、様々なテンポの音刺激を呈示し、どのテンポの音に対して、タッピン

グのタイミングを合わせるのかを調べました。 
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その結果、自分のタッピングの速さに近いテンポのリズム音を聞いた時に、ヒトもチンパンジーも自発

的に音のリズムに合わせてタッピングする傾向があることがわかりました。 

 

３．波及効果 

音のリズムに対する同調行動は、複雑な音声コミュニケーション能力と関係があるかもしれないとい

う仮説が唱えられていますが、本研究は、ヒトがそうした複雑な音声コミュニケーションを行うずっと

以前から、音のリズムに対する感受性をもち、それに対して敏感に反応していたことを示唆しています。 

複雑な音声コミュニケーションをもたないチンパンジーで類似した傾向がみられたという本研究の結果

は、リズムに対する感受性や反応は、霊長類の中で発声能力以外の要因で発達していった可能性を示し

ています。 

 

４．今後の予定 

ごく最近まで、音楽はヒトだけが行うユニークな活動であり、その基盤となる能力もヒトが文化の中で

獲得するものと考えられてきました。しかし近年、ヒト以外の動物にも共通した能力が存在するのかど

うか、また他の霊長類種とヒトを比較することでどういった進化的過程を経て音楽を支える基盤が獲得

されてきたのかなど、その進化的な起源への注目が高まっています。集団の結束を高め、様々な感情を共

有できる音楽というコミュニケーションが、どのように進化してきたのか、今後さらにその認知的な基

盤の進化を明らかにしていきたいと思います。 
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